
 

 

               平成 26 年 9 月 8 日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

熊本大学と南阿蘇村で市民参加型の 

地熱講演会と特別講演会を開催します 

～資源・素材関係学協会合同秋季大会 資源・素材 2014（熊本）～ 

 
 

熊本大学では，JOGMEC (本部：東京都港区、理事長：河野博文）とともに、熊本大学において開催され

る資源・素材関係学協会合同秋季大会（主催：一般社団法人資源・素材学会）にあたり、9月16日午前に

市民参加型企画講演会「九州での新しい地熱発電」を同大学工学部百周年記念館にて、9月18日に地熱

現場でのオンサイト企画「阿蘇地域の地熱資源と地熱資源利用例」を南阿蘇村長陽保健センターにて、

それぞれ開催します。また、9月16日午後に市民参加型特別講演会を同大学工学部百周年記念館にて

開催します。 

 

 

九州地方は地熱資源に恵まれており、国内最大の九州電力株式会社八丁原発電所を含めて 8 カ所の地熱

発電所が稼働中、2 カ所の発電所が建設工事中です。また、熊本県内では、地熱資源のポテンシャルが高い

にもかかわらず地熱発電所はありませんでしたが、最近、地熱資源調査など開発に向けた動きが活発になり

つつあります。 

 

この度、熊本大学を主会場に開催される平成 26年度資源・素材関係学協会合同秋季大会「資源・素材 2014

（熊本）」（主催：一般社団法人資源・素材学会）を共催し、9月 16日(火) 9時から市民参加型企画講演会「九州

での新しい地熱発電」を同大学工学部百周年記念館にて開催します。この企画講演会では、JOGMEC の地熱

開発支援事業、阿蘇・久住地域の地熱活動、熊本県におけるエネルギー政策など、九州における地熱発電の

最新の取り組みを中心に 6件の演目で、地熱関係で活躍中の専門家から平易に講演いただきます。 

 

また、熊本県の情報発信を目的に、9 月 16 日(火) 14 時 30 分から市民参加型特別講演会を同大学工学部

百周年記念館にて開催します。三池炭鉱の世界遺産の価値評価に関する講演とくまモンの 100 年後の姿に関

する講演を予定しています。 

 

さらに、9 月 18 日(木)13 時から、市民参加型特別企画（オンサイト企画 at 南阿蘇）「阿蘇地域の地熱資源と

地熱資源利用例」を熊本県阿蘇郡南阿蘇村長陽保健センターにて開催します。このオンサイト企画では、阿蘇

地域の地熱資源の現状と全国の主な地熱資源の利用例を紹介いただきます。 

 

多数のご来場をお待ち申し上げております（いずれも、申し込み不要・入場無料）。 

 

熊本大学、JOGMECは、今後も講演会・セミナーの開催やWEBページからの情報提供などを通して、地熱資

源開発に関する情報だけでなく、有益な情報等を提供していきます。 

 

以上 

 

 

 

国立大学法人熊本大学 



市民参加型の企画講演会「九州での新しい地熱発電」と特別講演会プログラム 
 

1.日時 2014年 9月 16日(火) 9:00～11:50 

2.場所 熊本大学工学部百周年記念館（熊本大学黒髪南キャンパス） 

熊本市中央区黒髪 2丁目 39番 1号 

3.主催 (一社)資源・素材学会 共催：JOGMEC、日本地熱学会 後援：熊本大学、熊本県、熊本市、荒尾市 

4市民参加型企画講演会.「九州での新しい地熱発電」プログラム 

(1) 9:00～ 9:05 挨拶 

 谷口功 (熊本大学 学長) 

(2) 9:05～ 9:10 挨拶 

 黒木啓介(JOGMEC 副理事長) 

(3) 9:10～ 9:55 「我が国と世界の地熱開発」 

 松永烈 (公益財団法人国際科学技術財団、日本地熱学会会長) 

(4) 9:55～10:15 「国(JOGMEC)における地熱開発支援」 

 中島英史 (JOGMEC 特命参与・地熱部長) 

(5) 10:30～10:50 「地球内部の熱エネルギーと阿蘇、久住地域の地熱活動」 

 磯部博志 （熊本大学大学院自然科学研究科 教授） 

(6) 10:50～11:10 「熊本県におけるエネルギー政策と地熱」 

 永田健吾 (熊本県商工労働部新産業振興局エネルギー政策課主幹) 

(7) 11:10～11:30 「九州における地熱発電開発」 

 緒方康弘 (九州電力株式会社地熱センター副 センター長) 

(8) 11:30～11:50 「新しい地熱発電への取り組み」 

林正基 (株式会社ターボプレード 代表取締役) 

5. 市民参加型特別講演会プログラム 

(1) 14:30～15:30 「廃墟か、世界遺産か。世界遺産登録を目指す三池炭鉱の OUV（顕著な普遍的価値）と産業

遺産としての評価」     藤原惠洋 （九州大学大学院芸術工学研究院教授）  

(2) 15:40～16:40 「－１００年後も愛されるキャラクターを目指して－「くまモン」にみる熊本県のブランド戦略」         

成尾雅貴 （熊本県商工観光労働部 くまもとブランド推進課） 

 

詳しくは•資源・素材 2014（熊本）大会 webサイトをご参照ください。 

 http://www.mmij-kyushu.com/mmij2014/program.html 

熊本大学黒髪南キャンパス 

（熊本大学 WEB ページより） 

工学部百周年記念館 

（資源・素材 2014(熊本)WEB ページより） 

熊本大学黒髪南キャンパス 

（熊本大学 WEB ページより） 



市民参加型特別企画(オンサイト企画 at 南阿蘇) 

「阿蘇地域の地熱資源と地熱資源利用例」プログラム 
 

1.日時 9月 18日（木）13:00～16:30 

2.会場 熊本県阿蘇郡南阿蘇村長陽保健センター 

      熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽 4518（温泉センターウィナス奥） 

3.主催 (一社)資源・素材学会 共催：JOGMEC、南阿蘇村、日本地熱学会 後援：熊本大学、熊本県 

4.プログラム 

(1) 13:00～ 13:05 挨拶 

            尾原祐三 (熊本大学大学院自然科学研究科 教授) 

(2) 13:05～ 13:45 「我が国における地熱開発」 

            當舎利行 (JOGMEC地熱部 担当審議役) 

(3) 13:45～ 14:15 「九州・阿蘇の地熱資源」 

            糸井龍一 (九州大学大学院工学研究院地熱資源システム工学部門教授、 

日本地熱学会副会長) 

(4) 14:30～16:00 「地熱資源利用例」 

           a.土湯温泉バイナリー発電事業による地域づくりへの挑戦                  

加藤勝一 (株式会社元気アップつちゆ 代表取締役社長） 

           b.洞爺湖町における地熱開発の取り組みについて                       

              四宮博 (洞爺湖温泉利用協同組合 専務理事)  

c.温泉発電手引書の紹介及び南阿蘇村における小規模地熱発電の可能性について 

   木内勉 （一財、エンジニアリング協会地熱プロジェクト推進室 主席研究員） 

（5）16:00～16:30 地熱資源利用に関する質疑・応答・議論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先   

熊本大学大学院自然科学研究科 

担当 尾原祐三（Tel：342-3686） 


